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会長あいさつ

　「浄化槽とやま」が１００号を迎えました。協会が

設立されたのが昭和48年10月、当時はトイレだけ

の浄化槽でしたが、製造・施工・保守点検・清掃

の業界が県の指導で集まり、技術者も今のような

国家資格者ではなく講習を受けただけで現場に出

ていました。浄化槽を使う設置者へも使い方の注

意等は文書などで伝えられていたと思いますが完

璧ではありませんでした。会報の会長あいさつに

は「協会として浄化槽に関する複雑な問題解決と

健全な普及を図ることを目的」とありました。腐

敗式から全ばっ気式、分離ばっ気式から分離接触

ばっ気式の単独処理から合併処理浄化槽に変わっ

てきました。その都度浄化槽に関係する技術者は

研修会に参加し、必要な資格を取得し、社会に認

められる業界となってきました。

　昭和50年度の会員数は６４社、浄化槽の設置基数

は24,425基でした。その頃は浄化槽の信頼は低く、

放流先の同意書が必要であったため届出がされ

ず、設置されることが多かったようです。また、

協会の事業としては施工や維持管理技術者の講習

会で施工は６７０名、維持管理は９１名を養成したと

あります。すごい勢いで施工が行なわれていたこ

とがわかります。

　あれから５０年、半年に₁回会報を発行していま

すが、毎年のことだからなれてきたということも

あると思いますが、表紙の写真、記事の内容など

事務局で工夫されており、浄化槽協会の活動記録

としては良いものになっています。しかし、今後

発展していくためには役員も編集に加わり、特集

であったりビジョンであったり、大変なのですが、

会員も加わる事が必要なことだと思います。

　最近、人口減少や地方財政のひっ迫、災害など

で汚水処理の方法について見直しが始まっていま

す。

　まず、山漁村地域の集落排水処理施設は人口減

少で施設の運営が困難になっています。富山県内

においても市町村を訪問して浄化槽の説明や市町

村が汚水処理対策で困っておられることがわかり

ました。全国的には下水道においても浄化槽への

転換を検討されるところが増えています。国の方

でも地方自治体が転換しやすいように下水道管の

埋め戻しに補助金を出すなど、下水道法の改正を
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してまで集合処理から個別処理、財政に優しい汚

水処理方法として適材適所が進められています。

下水道整備区域内であっても費用対効果を考え、

浄化槽の設置が増えると考えられます。

　浄化槽業界として浄化槽に関わる皆さんの責任

が大きくなることをご理解いただきたいと思って

います。全浄連においても浄化槽協会においても

各種事業の中心にあるのは「浄化槽の信頼向上」

です。処理能力の高い浄化槽を製造し、あらゆる

事を想定して災害にも強い浄化槽の設置工事、使

用者が安心してもらえる保守点検や清掃、検査機

関として法定検査による信頼など、それぞれの分

野が信頼向上にとって重要な役割を担っていま

す。それは技術だけでなく、現場でのお客様との

コミュニケーションであったり、それぞれが技術

者であっても職人気質のこだわりを持って、自分

の仕事を自分で褒められるような仕事をしていた

だきたい。それが必ず信頼の向上になると思いま

す。

　今後、大きく変わるのは情報のデジタル化です。

浄化槽ビジョン2026が近日発行されますが、未来

の浄化槽は、消毒薬の補充や汚泥の量、全体の状

況を確認するための保守点検は必要ですが、日常

の機械の動作や水質などを確認できたり、工事な

どにおいても設備士が現場に行かなくても動画を

見ながら監督するなど効率化が進むでしょう。浄

化槽の設備機器の故障対応には警報器があります

が、今後はＮＴＴ通信網や送電網を使っての情報

を送ることも検討しています。保守点検清掃の現

場からスマホで入力した情報を会社の台帳や県の

浄化槽台帳に送ることも可能になり、各種の書類

を紙に書く時間が減らされ、お客様との会話に時

間が取れることになります。台所からの油、トイ

レで使う洗剤、トイレットペーパーの使いすぎは

汚泥引抜き清掃が早くなるとか、良い話を聞かせ

てもらったと感じてもらえば、またこの管理士さ

んに来て欲しいと思ってもらえるかも知れない。

仕事には大変だけどやりがいというものがあると

思います。何もしなければ何も変わらないけど、

やったぶんだけ何かが変わります。浄化槽に関わ

る皆さんの仕事によって、これまで以上に浄化槽

に興味を持っていただく人が増えることに期待し

ています。

　将来、浄化槽を設置している人が、「私の家は

私の家の敷地内から出る排水を自分の責任におい

て浄化槽で綺麗にして公共の河川に流している」

と自慢できる時代が来るように、浄化槽業界は信

頼向上に頑張りたいと思います。
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機関誌100号の発行に寄せて
富山県生活環境文化部長

杉　田　　　聡

　公益社団法人富山県浄化槽協会の機関誌「浄

化槽とやま」が第100号という大きな節目を迎

えられましたことに、心よりお祝い申しあげま

す。

　貴協会の皆様には、県内唯一の指定検査機関

として、法定検査の実施、出前講座などを通じ

た県民への周知啓発、浄化槽管理士向けの講習

会の開催等により、本県の公衆衛生の向上と生

活環境の保全に多大なご尽力をいただき、厚く

お礼申し上げます。

　さて、「浄化槽とやま」が創刊された昭和51

年当時、高度経済成長に伴い水洗化の需要が高

まり、単独処理浄化槽が急増し、管理不足によ

る水質汚濁が大きな問題となっていました。こ

れに対応するため、国では、浄化槽法を制定し、

維持管理制度の創設や単独処理浄化槽の設置禁

止など、段階的に制度の拡充・強化を行ってき

ました。

　県としても、貴協会と連携しながら、合併処

理浄化槽への転換促進や適正な維持管理の徹底

を図ってきたところであり公共用水域の環境基

準が達成されるなどの成果が出ております。改

めて、浄化槽の普及と適正な維持管理の推進に

向け、貴協会が大きな役割を果たしてこられた

ことに感謝申し上げます。

　現在、全国的な人口減少が進む中で浄化槽の

費用効率性が見直されており、下水道から浄化

槽への転換を図る動きが見られます。また、令

和₆年元日に発生した能登半島地震において

も、災害に強い浄化槽のメリットが再認識され

るなど、その役割はますます重要なものとなっ

ております。県としては、引き続き貴協会と連

携を図りながら、持続可能な汚水処理体制の確

保と豊かな水環境の保全に取り組んでまいりた

いと考えておりますので、引き続きご理解とご

協力を賜りますようお願いいたします。

　結びに、公益社団法人富山県浄化槽協会が、

今回の100号を大きな弾みとして一層の飛躍を

遂げられますとともに、会員の皆様方のますま

すのご活躍、ご多幸を心からお祈り申しあげ、

お祝いの言葉といたします。
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五十嵐副会長 嶋田議長

ご来賓の方々

上田勝朗会長

◎定時総会記念講演
　総会に先立ち、午後₂時から　常葉大学名誉教

授小川　浩氏を講師に招き、「人口減少時代にお

ける汚水処理の最適化」と題して記念講演を開催

しました。� （本紙₇頁に掲載）

◎第14回定時総会
　総会は、冒頭の上田会長あいさつの後に行われ

た表彰式において、功労者₁名、優良技術者₅名、

感謝状₁名に対し、表彰トロフィが贈呈されまし

た。� （本紙₉頁に掲載）

　次に、ご来賓の富山県知事（九澤和英 生活環

境文化部次長（代読））、筱岡貞郎 富山県議会議

長及び富山県合併処理浄化槽普及促進協議会会

長・富山市長（桜井光王富山市環境部参事・環境

保全課長（代読））からご祝辞をいただき、ご臨

席の来賓紹介と祝電披露がされました。

� （本紙₄～₆頁に掲載）

　議事は、嶋田仁司氏（砺波住設㈱）を議長とし

て進められ、決議事項₁は、満場一致で原案のと

おり承認可決されました。

　決議事項₂については、今年が任期満了に伴う

役員改選の年にあたることから、議長は本総会の

中で立候補者がいないことを確認し、₅月21日開

催の第1回定例理事会で承認され、₆月₉日開催

の審議委員会で適正と報告された候補者案により

採決を行ったところ賛成多数で承認され、理事18

名、監事₃名が選任されました。

◎第₁回臨時理事会
　総会終了後、第₁回臨時理事会が開催され、新

役員及び支部長が決定しましました。

� （本紙₈頁に掲載）

第14回定時総会・記念講演の開催
日時：令和₈年₆月₉日（火）午後₃時　会場：富山商工会議所ビル10階 大ホール

【決議事項】
１　令和₇年度事業報告及び決算の承認について
₂　令和₈年度・₉年度理事及び監事の選任に

ついて
【報告事項】
₁　令和₈年度事業計画の件
₂　令和₈年度収支予算の件

定時総会　出席者：77名
�《出席29名、議決権行使書10名、委任状38名》
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祝　辞
富山県知事

新　田　八　朗

　公益社団法人富山県浄化槽協会の第14

回定時総会が、盛大に開催されますこと

を、心からお祝い申しあげます。

　上田勝朗会長をはじめ、会員の皆様に

は、本県の公衆衛生の向上と生活環境の

保全にお力を尽くしていただき、厚くお

礼申しあげます。

　また、栄えある表彰を受けられました

皆様には、誠におめでとうございます。

皆様の多年にわたるご功績に、深く敬意

を表しますとともに、今後とも、一層ご

活躍いただきますようお願い申しあげま

す。

　さて、県では、昨年12月に「富山県総

合計画－幸せ人口1000万～ウェルビーイ

ング先進地域、富山～を目指して」を策

定しました。計画では、「環境」を12の

主要な政策分野の一つに位置付け、10年

後の目指す姿として、「豊かで美しい自

然環境と安心して健康的に暮らせる生活

環境が保全されていること」を掲げてい

ます。

　浄化槽は、優れた汚水処理能力を有し、

人口減少が進む社会における多様なニー

ズに柔軟に対応できる汚水処理システム

として、本県の良好な水環境の保全に大

きな役割を果たしていくことを期待して

います。

　県としては、この浄化槽の信頼性向上

のため、貴協会や市町村など関係の皆様

と連携し、単独処理浄化槽から合併処理

浄化槽への転換や、浄化槽の適正な維持

管理の徹底などの取組みを推進してまい

りたいと考えていますので、引き続き、

ご支援とご協力を賜りますようお願い申

しあげます。

　結びに、公益社団法人富山県浄化槽協

会の限りないご発展と、皆様のますます

のご活躍、ご多幸をお祈り申しあげまし

て、お祝いの言葉といたします。
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祝　辞
富山県議会議長

筱　岡　貞　郎

　公益社団法人富山県浄化槽協会の第14

回定時総会の開催に当たり、県議会を代

表して一言お祝いの言葉を申し上げま

す。

　上田会長をはじめ会員の皆様方には、

日頃から本県の公衆衛生の向上、生活環

境の保全に多大なご尽力をいただいてお

り、深く敬意を表するとともに、心より

感謝申し上げます。

　また今ほど、栄えある表彰をお受けに

なられました皆様方には、誠におめでと

うございます。改めて心からお祝い申し

上げますとともに、今後ともますますご

活躍されますことをご期待申し上げま

す。

　さて、富山県は、「水の王国とやま」

と称されるほど、清らかで豊富な水資源

に恵まれております。この素晴らしい水

環境を保全し、次世代に引き継いでいく

ことは極めて重要な課題であります。

　こうしたなか、日頃より浄化槽の普及

促進や浄化槽の法定検査などに尽力され

ている貴協会が果たす役割は、誠に大き

なものがございます。

　皆様方におかれましては、今後とも浄

化槽に関する知識・技術の向上や適正な

維持管理の普及に努められ、公衆衛生の

向上、県民の幸せの基盤である豊かで清

らかな水環境の保全の推進役として、引

き続き、お力添えをいただきますようお

願い申し上げます。

　県議会といたしましても、県民の皆様

が安心して暮らせる、健康的な生活環境

のさらなる充実に最大限努力してまいる

所存であります。

結びに、公益社団法人富山県浄化槽協会

の一層のご発展と、皆様方の更なるご健

勝、ご活躍、ご多幸を心から祈念いたし

まして、お祝いの言葉といたします。
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祝　辞
富山県合併処理浄化槽普及促進協議会

会　長　藤　井　裕　久（富山市長）

　本日、「公益社団法人富山県浄化槽協

会 第十四回定時総会」が、関係の皆様

方多数のご出席のもと、盛大に開催され

ますことは、誠に喜ばしく、心からお祝

い申し上げます。

　貴協会におかれましては、日頃から、

浄化槽技術の向上や浄化槽の普及啓発に

ご尽力されておられますことに心から感

謝申し上げます。

　また、今ほど、栄えある表彰をお受け

になられました皆様方には、誠におめで

とうございます。長年のご尽力と多岐に

わたるご功績に対し、深く敬意を表しま

すとともに、今後もより一層ご活躍され

ますことをご期待申し上げます。

　さて、私たちが住む富山県は、立山連

峰をはじめとした急峻な山々に源を発す

る大小三百余りの河川が流れ、地下水も

豊富で様々な日常生活において、大きな

恩恵を受けているところであります。

　この素晴らしい環境を、後世に引き継

いでいくことは、私たちに課せられた責

務であると考えております。

　ご承知のとおり、合併処理浄化槽は、

下水道と同等の汚水を処理する能力を有

しながら、比較的安価かつ短期間に設置

できるという経済性にも効率性にも優れ

た設備であります。

　そのため、中山間地域等、下水道の整

備が進めにくい地域では、生活排水処理

施設として非常に有効に機能しており、

生活環境の保全に大いに寄与していると

ころであります。

　現在、富山県の「汚水処理人口普及率」

が九十七．九パーセントと全国でも有数

の高い普及率となっておりますのも、貴

協会をはじめ、このことに携わる皆様の

たゆまぬ努力の賜物であると改めて感謝

申し上げます。

　また、地震等の災害が激甚化・頻発化

する中、近年では、その対応力の高さ、

破損率の低さ、復旧のしやすさから、合

併処理浄化槽は災害に強いと再認識され

ているところでもあります。

　私ども富山県合併処理浄化槽普及促進

協議会といたしましては、県民の財産で

ある河川の環境を守り将来へ引き継いで

いくため、今後も合併処理浄化槽の普及

に努めてまいる所存ですので、引き続き

皆様方のご支援、ご協力を賜りますよう

お願い申し上げます。

　結びに、上田会長をはじめ、貴協会の

ますますのご発展と、会員の皆様方、本

日ご列席の皆様方のご健勝とご多幸をお

祈り申し上げまして、祝辞とさせていた

だきます。
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　受賞されました皆様には、心からお喜び申しあげますとともに、今後ますますのご活躍をお祈り申し

あげます。

会長表彰を受賞された方がた

富山県浄化槽協会会長表彰

感　謝　状

熊　野　　　真 氏（前 公益社団法人 富山県浄化槽協会 専務理事）

優良技術者表彰

古　西　浩　美 氏（株式会社 シマキュウ）

富　田　　　司 氏（公益財団法人 富山市生活環境サービス）

西　尾　信　一 氏（株式会社 高岡市衛生公社）

水　上　勝　義 氏（株式会社 アムテック）

盛　本　裕　治 氏（株式会社 三久萩原技研）� （五十音順）

功労者表彰

矢　竹　　　晃 氏（北陸藤吉工業 株式会社 代表取締役）
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　令和₈年₂月17日に富山県防災危機管理セン

ターおいて、当協会の能登半島地震において被災

した浄化槽の点検及び復旧業務への尽力に対し、

富山県知事から「能登半島地震における災害廃棄

物対策等功労に係る感謝状」をいただきました。

　₆月₉日（火）午後₂時から定時総会会場にお

いて記念講演を開催しました。

　講師には、常葉大学名誉教授小川　浩氏をお招

きし、「人口減少時代における汚水処理の最適化」

についてご講演いただきました。

　富山県における汚水処理状況や社

会情勢の変化、他県における人口減

少を踏まえた汚水処理整備の変化

（集合処理から浄化槽への転換に向

けた動向）について、具体的な事例

やデータを用いて、大変分かりやす

くお話しくださいました。

　また、浄化槽の維持管理の実施に

係る課題や IoT、AI による浄化槽

（一社）全国浄化槽団体連合会　会長表彰

能登半島地震における災害復旧業務への感謝状

第14回定時総会記念講演
技術革新、全浄連コンサル事業などの情報は、会

員はもとより県内自治体職員にとっても学びの大

きな内容であったのではと感じました。

　県・市町村職員、当協会会員など72名が聴講し

ました。

常葉大学 名誉教授
小川　　浩 氏

稲場智久理事（環研令和㈱）

　令和₈年₆月25日に東京都で開催された一般社団法人全国浄化
槽団体連合会第14回定時総会において、稲場智久理事（環研令和
㈱代表取締役）が、会長表彰を受賞されました。
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令和₈年度・₉年度　役員及び顧問の紹介
　役員の任期満了に伴い、令和₈年₆月₉日開催の第14回定時総会において、理事及び監事が選任され

ました。また、総会終了後に開催した第₁回臨時理事会において、会長・副会長・専務理事が選定され、

顧問及び支部長が選任されました。皆さんよろしくお願いします。

■ 令和₈年度　環境省補助事業

二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金について
（浄化槽システムの脱炭素化推進事業）

　今年度の「二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金」の申請の

締切は、11月30日17時必着となっております。

　詳しくは、当協会事務局へお問合せください。

　または、執行団体である「一般社団法人全国浄化槽団体連合会」

のホームページをご覧ください。

公益社団法人富山県浄化槽協会　令和₈年度・₉年度　役員・顧問・支部長
（理事18名、監事₃名、顧問₁名）

※印は新任理事・監事� （三役以外は五十音順）

役職名 氏　名 所　属　名

会 長 　上　田　勝　朗 ㈱黒東アメニテイ公社

副 会 長 　栗　林　卓　也 ㈱西原ネオ

副 会 長 　廣　瀬　和　夫 ㈱魚津清掃公社

専務理事 ※夏　野　光　弘 （公社）富山県浄化槽協会

理 事 　赤　壁　博　之 ㈱アムテック

理 事 　五十嵐　郁　夫 アムズ㈱

理 事 　稲　場　智　久 環研令和㈱

理 事 　大　谷　弘　行 大谷工業㈱

理 事 　佐々木　隆　輔 ニッコー㈱

理事・富山支部長 　島　　　和　也 ㈱シマキュウ

理事・高岡支部長 　島　　　尚　之 ㈱高岡市衛生公社

役職名 氏　名 所　属　名

理事・砺波支部長 　嶋　田　仁　司 砺波住設㈱

理 事 　鈴　木　保　二 （公社）富山県建築士会

理事・新川支部長 　竹　林　　　悟 富山県環境保全協同組合

理事・中部支部長 　廣　瀬　　　淳 ㈱公生社

理 事 　前　沢　　　昭 富山県浄化槽協同組合

理 事 　元　井　健太郎 北陸フジクリーン㈱

理 事 ※山　崎　耕　一 （公財）富山市生活環境サービス

監 事 ※中　山　孝　之 中山孝之税理士事務所

監 事 　西　田　泰　弘 ㈲西田環境保全センター

監 事 　矢　竹　　　晃 北陸藤吉工業㈱

顧 問 　島　　　小　一 元会長
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【決議事項】
₁　令和₈年度事業計画（案）の承認の件
₂　令和₈年度収支予算（案）の承認の件
₃　新規職員採用と職員の再雇用の承認の件
₄　検査手数料改定に伴う採水員検査の委託業務手数料の改定

について
₅　法定検査のペーパーレス化促進に伴クオカード配付の導入

について
₆　第14回定時総会招集の承認の件
【報告事項】
₁　令和₇年度事業計画と進捗状況（見込み）について
₂　能登半島地震における災害廃棄物対策等功労に係る感謝状

について
₃　氷見市における一括協定の解除について
₄　北陸信越地区の災害時における相互支援に関する協定につ

いて
₅　水質分析検査室の立退き依頼への対応について

【決議事項】
₁　令和₇年度事業報告（案）及び決算（案）の承認について
₂　会長表彰の被表彰者の決定について
₃　令和₈年度・₉年度理事及び監事の候補者の承認について
₄　令和₈年度・₉年度 各委員会委員及び支部長の候補者の

承認について
₅　第１4回定時総会に付すべき議案の承認について
【報告事項】
₁　会長の職務執行状況について
₂　専務理事の職務執行状況について
₃　会員に関する事項
₄　二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金の実施状況につい

て
₅　浄化槽の指定検査機関の指定について
₆　令和₉・10年度富山県建設工事入札参加資格審査基準の見

直しについて

◎令和₇年度　第₂回定例理事会

◆令和₈年₃月24日（火） 富山商工会議所ビル

� 《理事15名､ 監事₁名出席》

　第₂回定例理事会が開催され、令和₈年度の事

業計画と収支予算（案）等、決議事項は全て原案

どおり承認されました。

◎令和₈年度　第₁回定例理事会

◆令和₈年₅月21日（木） 富山商工会議所ビル

� 《理事14名､ 監事₁名出席》

　第₁回定例理事会が開催され、令和₇年度の事

業報告及び決算（案）、任期満了に伴う役員・各

委員会委員候補者等、決議事項は全て原案どおり

【決議事項】
₁　令和₈年度・₉年度会長、副会長及び専務理事の選定及び

顧問の選任について
₂　令和₈年度・₉年度各委員会委員の選任及び支部長の選定

について

◎令和₈年度　第₁回臨時理事会

◆令和₈年₆月₉日（火） 富山商工会議所ビル

� 《理事17名､ 監事₃名出席》

　第14回定時総会終了後、第₁回臨時理事会が開催

され、決議事項は全て原案どおり承認されました。

【会　長】　上田　勝朗 氏（㈱黒東アメニティ公社）

【副会長】　栗林　卓也 氏（㈱西原ネオ）

　　　　　廣瀬　和夫 氏（㈱魚津清掃公社）

【専務理事】　夏野　光弘 氏（（公社）富山県浄化槽協会）

【顧　問】　島　　小一 氏（㈱高岡市衛生公社）

【支部長】

【新　川】　竹林　　悟 氏（㈲朝日衛生社）

【中　部】　廣瀬　　淳 氏（㈱公生社）

【富　山】　島　　和也 氏（㈱シマキュウ）

【高　岡】　島　　尚之 氏（㈱高岡市衛生公社）

【砺　波】　嶋田　仁司 氏（砺波住設㈱）

理　事　会　の　開　催

承認されました。
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令和₈年₁月からの主な事業活動状況

＜令和₇年度＞

◆機関誌「浄化槽とやま」第99号を発行

　₁月20日（火）

◆行政との情報交換会《パレブラン高志会館》

　₁月22日（木）16：00 ～《役員等27名、行政₅名　計32名出席》

　・　県環境政策課 大西技師から「浄化槽行政の動向について」の講

話のあと、情報交換を行いました。

◆令和₈年新春懇親会《パレブラン高志会館》

　₁月22日（木）17：30 ～《40名参加》

　・　行政との情報交換会終了後、新春懇親会を開催し、ビンゴゲーム

などで親交を深めました。

◆第₁回法定検査運営委員会《富山県民会館》

　₂月₆日（金）14：00 ～

　⑴　令和₆年度法定検査実施結果及び令和₇年度法定検査の進捗状況

について

　⑵　令和₈年度法定検査実施計画（案）について

　⑶　第11条検査の受検促進について

　⑷　浄化槽法定検査手数料の改定について　他

◆第₇期指定採水員指定講習会《79名受講》

　₂月10日（金）13：30 ～17：00《富山産業展示館（テクノホール）》

　₂月26日（金）13：30 ～17：00《富山商工会議所ビル》

　・　₃年に₁度開催する講習会（第₇期）により79名が指定採水員に

指定されました。（任期：令和₈年₄月₁日～令和11年₃月31日）

◆能登半島地震における災害復旧業務への感謝状

　₂月17日（火）14：00 ～（本紙₉頁に掲載）

◆全浄連会員団体事務局長等会議《東京都》

　₂月24日（火）～₂月25日（水）

◆浄化槽の維持管理向上等に関する全国会議《Ｗｅｂ会議》

　₂月25日（水）14：00 ～17：00

　⑴　浄化槽行政の現状と災害対応

　⑵　環境省版浄化槽台帳の改修の検討案について

　⑶　浄化槽の維持管理費用等の実態調査・分析結果

　⑷　大台町における生活排水処理事業使用料の改定について　他

◆浄化槽法指定検査機関東海北陸ブロック協議会 第₃回検査員連絡会

《愛知県名古屋市》

　₃月10日（火）13：00 ～

行政との情報交換会

新春懇親会

法定検査運営委員会

指定採水員指定講習会

感謝状の贈呈式

「次世代部会」との情報交換会
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◆第₂回総務委員会《富山商工会議所ビル》

　₃月11日（水）15：00 ～

　⑴　令和₈年度事業計画（案）・収支予算（案）について

　⑵　新規職員採用と職員の再雇用について

　⑶　検査手数料改定に伴う採水員検査手数料の改定について

　⑷　法定検査のペーパーレス化促進に伴うクオカード配付の導入につ

いて

　⑸　水質分析検査室の立退き依頼への対応について

　⑹　令和₇年度第₂回定例理事会の開催について

　⑺　第14回定時総会の開催と記念講演について

　⑻　令和₈年度・₉年度　役員・委員等の改選について

　⑼　北陸信越地区の災害時における相互支援に関する協定について　

他

◆第₂回定例理事会《富山商工会議所ビル /Web 併用》

　₃月24日（火）15：00 ～　（本紙₈頁に掲載）

◆上田会長旭日小綬章受章祝賀会《富山電気ビルレストラン》

　₃月26日（木）18：30 ～　（本紙₈頁に掲載）

＜令和₈年度＞

◆支部担当者会議《富山商工会議所ビル》

　₄月₉日（木）10：00 ～

　⑴　令和₇年度事業報告について

　⑵　令和₈年度事業計画について

　⑶　第14回定時総会の開催について　他

◆青年部会第₁回 幹事会《富山商工会議所ビル》

　₄月21日（火）11：00 ～

　⑴　青年部会の組織（案）について

　⑵　青年部会活動等について　他

◆第₁回保守点検委員会《富山商工会議所ビル》

　₄月23日（木）11：00 ～

　⑴　保守点検委員会の新委員及び新理事候補者の選出について

　⑵　富山県浄化槽協会会長表彰の候補者選考について

　⑶　第14定時総会の運営について

　⑷　令和₈年度浄化槽管理士研修会の開催について

　⑸　モアコンパクト型浄化槽に関する講習会 Iの開催について

　⑹　指定検査機関の指定及び検査手数料の改定について

　⑺　採水員検査の委託業務手数料の改定について

　⑻　令和₈年度事業計画について

　⑼　令和₇年度事業報告について　他

第₂回総務委員会

青年部会第₁回幹事会

第₂回定例理事会

第₁回保守点検委員会

受章祝賀会

支部担当者会議
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◆第₁回製造施工委員会《富山商工会議所ビル》

　₄月23日（木）14：00 ～

　⑴　製造施工委員会の新委員及び新理事候補者の選出について

　⑵〜⑼　保守点検委員会と同じ　他

◆令和₇年度事業に係る監事監査《富山商工会議所ビル》

　₄月28日（火）14：00 ～

　　矢竹晃 監事、西田泰弘 監事により実施され、「令和₇年度の事業

報告と決算について事務局から説明を受け、関係書類等を監査した結

果、違反する重大な事実はなく、会計処理も適正に行われていると認

めました。」との報告を受けました。

◆第₁回総務委員会《富山商工会議所ビル》

　₅月12日（火）15：00 ～

　⑴　第₁回定例理事会提出資料について

　⑵　理事会報告資料について

　⑶　理事の数について

　⑷　製造施工・保守点検委員会の運営方法について

　⑸　事務所の移転について　他

◆全浄連北陸地区協議会第₁回各県会長会議《Ｗｅｂ会議》

　₅月19日（火）14：00 ～

　⑴　令和₈年度役員等改選に伴う候補者の推薦について

　⑵　全浄連第61回理事会の議題について

　⑶　北陸地区協議会各県会長会議の日程等について

　⑷　モアコンパクト型浄化槽に関する講習会Ⅰについて　他

◆第₁回定例理事会《富山商工会議所ビル》

　₅月21日（木）14：00 ～（本紙₈頁に掲載）

◆職員による事務所周辺の清掃活動

　₅月28日（木）17：00 ～

　「ごみゼロの日（₅月30日）」に合わせて富山商工会議所ビル周辺の清

掃活動を実施

◆第14回定時総会・記念講演・会長表彰《富山商工会議所ビル》

　₆月₉日（火）14：00 ～（本紙₄〜₉頁に掲載）

◆第₁回臨時理事会《富山商工会議所ビル》

　₆月₉日（火）総会終了後～（本紙11頁に掲載）

◆第15回富山にｅ
い

ｃ
い

ｏ
こ

とプロジェクト事業　20名参加

　₆月14日（日）₉：00 ～

　　青年部会が中心となって、水環境の保全と地域社会に貢献すること

を目的に行っている清掃ボランティア活動事業で、今年は、八重津浜

海水浴場（富山市四方西岩瀬）の清掃活動を実施し、大人19名、小人

₁名の計20名が参加しました。

第１回 製造施工委員会

監事監査

第１回定例理事会

第14回定時総会

第１回総務委員会

事務所周辺の清掃活動

富山にｅｃｏ（いいこ）とプロジェクト
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◆青年部会第₂回幹事会・第₁回全体会議《富山商工会議所ビル》

　₆月17日（水）16：30 ～

　⑴　青年部会の組織（案）について

　⑵　青年部会活動等について　他

　　・今年青年部会をご卒業の齊藤隆宏氏（㈱公生社）に記念品が贈呈

されました

◆全浄連第14回定時総会・第38回全浄連会長表彰《東京都》

　₆月25日（木）13：00 ～・15：00 ～（本紙₉頁に掲載）

◆浄化槽法指定検査機関東海北陸ブロック協議会 理事会

　《三重県鈴鹿市》　

　₆月30日（火）12：00 ～

◆第₂回正副会長会議《富山県環境保全協同組合会館》

　₇月₃日（金）16：00 ～

　⑴　協会事務所の移転について

　⑵　各種表彰の候補者推薦について

　⑶　今後のスケジュールについて　他

◆第₂回臨時理事会《富山商工会議所ビル》

　₇月16日（木）₉：30 ～

　⑴　協会事務所の移転について　他

専務理事　就任のご挨拶

公益社団法人富山県浄化槽協会
　　　　専務理事・事務局長
� 夏　野　光　弘

　本年₄月に事務局長、そして₆月に専務理事

に就任いたしました夏野です。

　これまで長年にわたり県行政や外郭団体の業

務に携わってまいりましたが、浄化槽はもとよ

り、環境分野に携わるのは今回が初めてです。

しかし、この数か月、役職員や会員の皆様と接

し、日々の業務を通じて、浄化槽が本県の豊か

な水環境と県民生活を支える重要な役割を担っ

ていること、そして当協会の使命の重さを改め

て実感しております。

　「水の王国とやま」と称される本県の豊かな

水と美しい自然は、県民共通のかけがえのない

財産です。この自然環境と生活環境を次の世代

へ引き継ぐことは、長年行政に携わる中で大切

にしてきた思いでもあります。そのような中、

生活排水を適切に処理する浄化槽は地域に欠か

せない社会基盤であり、地域の実情に応じた持

続可能な生活排水処理を支えるものとして、そ

の役割は今後ますます重要になるものと考えて

おります。

　行政や関係団体、会員の皆様との連携を大切

にしながら、浄化槽への理解と信頼の向上、適

正な維持管理の推進を図ってまいります。

　上田会長のもと、会員の皆様とともに、当協

会のさらなる発展に力を尽くしてまいりますの

で、今後とも、ご支援、ご協力を賜りますよう、

よろしくお願い申し上げます。

青年部会第₂回幹事会

第₂回臨時理事会
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　令和₂年と₃年に浄化槽の

担当をしており、令和８年か

ら再び担当係長として浄化槽

業務に携わっています。当時

は、浄化槽台帳の項目が新た

に法に盛り込まれ、台帳を整理する必要に迫

られていました。そこで、まずは現場を巡回

し、台帳に記載されている浄化槽が実際に存

在しているかを確認するとともに、廃止と

なった浄化槽の整理を進めました。

　せっかく現場を巡回するのであれば、現存

する浄化槽の設置者の皆様に、法定検査につ

いて案内しようと思い、台帳整理と併せて受

検の案内を行いました。その結果、担当した

₂年間で浄化槽の基数は約２５００件減少し、法

定検査の受検数は約９００件増加しました。結

果的に受検率は約２４％上昇しました。令和４

年からは、保健所から設置者の皆様へ法定検

査の受検案内を郵送するための予算を確保

し、現在の受検率は約７２％となっています。

　巡回を行っていた当初は、「以前から浄化

槽を設置しているのに、法律が変わったので

すか？」というご質問をよくいただきました。

その際には、「法律は変わっておりません。

　以前から義務だったのですが、今回初めて

ご案内させていただいております。ぜひ受検

をお願いします。」と素直にお伝えしていま

した。「それなら受けます。」と言ってくださ

る方もいれば、「なぜ今さらなのか。」とご不

満を抱かれる方もいらっしゃいました。₁件

でも受検していただければ受検率は上がりま

す。一つ一つの小さな積み重ねが、結果とし

て大きな成果につながりました。今後も₁件

₁件を大切にしながら、法定検査の受検率向

上に取り組んでまいりますので、引き続き皆

様のご協力をお願いいたします。

浄化槽法定検査の受検率向上を目指して
富山市保健所 生活衛生課　副主幹・衛生指導係長　山　田　雅　俊

融資制度のご案内 －中小企業脱炭素社会推進資金（環境施設整備枠）－

　燃料価格が上昇するなか、低公害車や省エネ型施設などの環境負荷の小さい設備の導入

は、コストの削減にも有効な手段の一つです。県では、中小企業を対象として、こうした

施設を整備するための低利な融資制度をご用意しておりますので、ぜひご活用ください。

� （問い合わせ先　富山県環境政策課企画係　吉田、杉木　TEL：076-444-3141）

山田　雅俊 氏
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上田勝朗氏　旭日小綬章受章祝賀会

上田勝朗・仁美　ご夫妻

藤井　裕久
富山市長

野上浩太郎
参議院議員

中田　　宏
衆議院議員

上田　英俊
衆議院議員

髙橋　靜雄
全浄連専務理事

新田　八朗
富山県知事

令和₉・10年度富山県建設工事入札参加資格審査から
富山県浄化槽協会の会員には₅点加算されることになりました

　令和₈年₇月₁日付けで「令和₉・10年度富山県建設工事入札参加資格審査基準等に関する
要綱」が告示され、富山県と「災害時における浄化槽の点検・復旧等に関する協定（H27.11.26
締結）」を締結している当協会の会員に「地域・社会貢献数値」として「₅点」の加点対象に
追加されることになりました。適用開始は、令和₉年₄月です。
　入札参加資格審査申請の際は、協会が発行する証明書の添付が必要となりますので、協会ま
で証明書の発行を忘れずにご依頼ください。

◎₃月26日（木）18：00 ～

　＜富山電気ビルデイング＞

　上田会長が11月26日に秋の叙勲伝達式におい

て、旭日小綬章受章されたことを祝し、中尾哲雄

氏（元 ㈱インテック代表取締役）を代表発起人

として祝賀会が開催され、県内選出の国会議員、

富山県知事をはじめ、全浄連、県・市町の議員、

首長、経済・教育など多方面にわたる関係機関の

方々に、当協会の役員などを加え総勢107名の参

加者が上田会長ご夫妻を祝福しました。

　上田会長の夢の一つであった創作落語「浄化槽」

が三遊亭良楽師匠により披露され、もう一つの夢

であった浄化槽の切手が会長からのお礼の品とし

て参加者に渡されました。

右から
発起人代表　中尾　哲雄 氏（元 株式会社インテック代表取締役）
発起人　　　廣瀬　和夫 氏（公益社団法人富山県浄化槽協会副会長）
発起人　　　廣瀬　　淳 氏（富山県環境保全協同組合理事長）
発起人　　　藤井　　開 氏（富山県商工会連合会副会長）
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令和₇年度　法定検査実施結果

　　　１）　「ロ．概ね適正」の内訳（30基、35件）
指　摘　内　容 件　数

① 保守点検の未実施 15
② 深く埋設（かさ上げ30㎝を超えているが、維持管理可能） 10
③ BODが「不可」の範囲（30mg/ℓを超えている） 8
④ その他 2

合　　計 35

　　　₂）　「ハ．不適正」の内訳（2基、1件）
指　摘　内　容 件　数

① し尿以外の雑排水未接続（一部未接続を含む） 2
合　　計 2

　⑵　判定別検査基数
判 　 　 定 「 イ．適正」 「 ロ．概ね適正」 「 ハ．不適正」 合　計

検 査 基 数 140基 30基 2基 172基
構成比（％） 81.4% 17.4% 1.2% 100%

　⑶　厚生センター・保健所管内別及び市町村別の検査状況
所 管 新川厚生センター 魚津支所 中部厚生センター
対 象 数 16 4 25
検 査 数 16 4 25
受 検 率 100% 100% 100%
市 町 村 黒部市 朝日町 入善町 魚津市 滑川市 上市町 立山町 舟橋村
対 象 数 11 4 1 4 14 3 8 0
検 査 数 11 4 1 4 14 3 8 0
受 検 率 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% －

所 管 射水支所 氷見支所 砺波厚生センター 小矢部支所 富山市保健所 高岡市 合計
対 象 数 11 41 26 9 22 18 172
検 査 数 11 41 26 9 22 18 172
受 検 率 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%
市 町 村 射水市 氷見市 砺波市 南砺市 小矢部市 富山市 高岡市 合計
対 象 数 11 41 21 5 9 22 18 172
検 査 数 11 41 21 5 9 22 18 172
受 検 率 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

₁．第₇条検査
　⑴　検査基数

対象数（注１） 検査基数 実施率（％）
172基 172基 100%

（注１）：新たに設置され、その使用開始日が令和₇年₁月～令和₇年12月までのものの合計数。
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　　　１）　「ロ．概ね適正」の内訳（1,394基、1,879件）
指　摘　内　容 件　数

① BODが「不可」の範囲（30又は120mg/ℓを超えている） 776
② 清掃が必要 430
③ 送風機の稼働状況（故障、停止、風量低下等） 293
④ 各単位装置内の水位及び水量の状況に異常有 79
⑤ その他 301

合　計 1,879

　　　₂）　「ハ．不適正」の内訳（82基、178件）
指　摘　内　容 件　数

① 漏水 44

②
保守点検未実施 35
消毒切れ 36

③ BODが「不可」の範囲（30又は120mg/ℓを超えている 22
④ 槽本体の浮上、破損等送風機の稼働状況（故障、停止、風量低下等） 17
⑤ その他 24

合　計 178

　⑵　判定別検査基数
判 　 　 定 「 イ．適正」 「 ロ．概ね適正」 「 ハ．不適正」 合　計

検 査 基 数
〈うち、採水員検査数〉

14,155基
〈725基〉

1,394基
〈127基〉

82基
〈0基〉

15,631基
〈852基〉

構成比（％） 90.6% 8.9% 0.5% 100%

₂．第11条検査	  	  	  	  	  
　⑴　検査基数

対象数　 検査基数 実施率（％）
34,593基（注2） 15,631基〈うち、採水員検査分　852基〉 45.2%〈うち、採水員検査分　2.5％〉
（35,401基）（注3） （15,060基　うち、採水員検査分 914基） （42.5％　うち、採水員検査分 2.5％）

（注₂）：令和₇年₃月末基数から年度中の廃止及び休止を引いた基数　　（注３）：下段（　）は令和₆年度実績

　⑶　厚生センター・保健所管内別及び市町村別の検査状況
所 管 新川厚生センター 魚津支所 中部厚生センター
対 象 数 4,726 1,745 4,387
検 査 数 1,440 583 1,681
受 検 率 30.5% 33.4% 38.3%
市 町 村 黒部市 朝日町 入善町 魚津市 滑川市 上市町 立山町 舟橋村
対 象 数 2,513 1,255 958 1,745 1,974 755 1,656 2
検 査 数 888 383 169 583 992 215 473 1
受 検 率 35.3% 30.5% 17.6% 33.4% 50.3% 28.5% 28.6% 50.0%

所 管 射水支所 氷見支所 砺波厚生センター 小矢部支所 富山市保健所 高岡市 合計
対 象 数 2,198 3,169 4,564 2,736 5,801 5,267 34,593
検 査 数 795 1,583 2,002 1,093 4,197 2,257 15,631
受 検 率 36.2% 50.0% 43.9% 39.9% 72.3% 42.9% 45.2%
市 町 村 射水市 氷見市 砺波市 南砺市 小矢部市 富山市 高岡市 合計
対 象 数 2,198 3,169 3,726 838 2,736 5,801 5,267 34,593
検 査 数 795 1,583 1,619 383 1,093 4,197 2,257 15,631
受 検 率 36.2% 50.0% 43.5% 45.7% 39.9% 72.3% 42.9% 45.2%
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〈入会・退会〉　なし

○新規浄化槽設置基数 ○浄化槽の廃止届出基数

Ｒ₇ Ｒ₆ Ｒ₅ Ｒ₄ Ｒ₃
富山支部 21 22 19 19 41
新川支部 16 22 11 20 28
中部支部 28 27 26 20 46
高岡支部 78 90 49 56 71
砺波支部 48 33 51 59 50
合 計 191 194 156 174 236

Ｒ₇ Ｒ₆ Ｒ₅ Ｒ₄ Ｒ₃
富山支部 109 69 195 182 274
新川支部 96 143 157 180 232
中部支部 238 227 117 113 156
高岡支部 118 270 97 73 107
砺波支部 215 83 108 130 126
合 計 776 792 674 678 895

◎厚生センター等からの届出数（各年度₄月₁日～₃月31日の受付数）

▪ご案内

◎浄化槽管理士研修会
　開催日時：令和₈年₈月19日（水）
　　　　　　10：00 ～17：00（受付₉：30 ～）
　会　　場：富山産業展示館（テクノホール）

◎第₃回臨時理事会
　開催日時：令和₈年₈月24日（月）14：00 ～
　会　　場：富山商工会議所ビル95・96号室

◎富山県総合防災訓練
　開催日：令和₈年10月10日（土）
　会　場：富山市（富山市民球場アルペンスタ

ジアム）
　　　　　立山町（立山町中央体育センター）他

◎ 「第40回全国浄化槽技術研究集会」及び
　 「第48回浄化槽行政担当者研究会」
　開催日：令和₈年10月14日（水）～15日（木）
　開催地：広島県 広島市（広島コンベンショ

ンホール）

◎第16回ＴＪＫ杯ゴルフコンペ
　開催日時：令和₈年10月23日（金）
　　　　　　10：00 ～
　会　　場：高岡カントリークラブ
　参 加 費：5,000円 （食事代は含みません）
　プレー代：各自、ご精算ください。
　　　　　　（平日ゲストプレー券（キャディー

付）14,830円）
　申込締切：令和₈年₉月30日（水）

◎とやま環境フェア2026 
　開催日：令和₈年10月24日（土）～25日（日）
　会　場：富山産業展示館（テクノホール）

◎令和₈年度浄化槽管理士試験
　開催日時：令和₈年10月25日（日）
　　　　　　10：00 ～15：30
　会　　場：宮城県・東京都・愛知県・大阪府・
　　　　　　福岡県

▶令和₈年₇月末現在
　正会員：９０社　　賛助会員：１４社　　計：１０４社

◎会員情報




